
( 月 ) 天候 くもり 21.4 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 332 230 145 505 66

トマト 351 202 173 447 78

ピーマン 135 83 163 161 84

なす 202 143 142 239 85

だいこん 413 345 120 506 82

キャベツ 926 698 133 986 94

レタス 485 313 155 591 82
ねぎ 205 146 141 293 70

計 6,141 4,525 136 8,152 75 ※祝日の影響により、前年実績は9/24（火）のものを記載。

　

きゅうり ：

トマト ：

ミニトマト ：

なす ：

ピーマン ：

キャベツ ：

ほうれんそう ：

レタス類 ：

ねぎ ：

生しいたけ ：

本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 ♯ きゅうり 近在 5㌔ AM 福島 ♯

トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ △♯ トマト 北海道 4㌔ ALM 東北 △♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ ♯ ミニトマト 青森 200㌘ ＡＭ 福島 ♯

ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯

な　す 4㌔ AL B袋 ♯ なす 群馬 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ △♯ キャベツ 群馬 10㌔ ＡL 長野 △♯

だいこん 10㌔ ＡＬ ２L ♯ だいこん 青森 10㌔ ＡＬ A2L ♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ ○♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 栃木 ○♯

レタス 10㌔ Ａ16 レタス 長野 10㌔ ＡＬ △♯

非結球レタス 4㌔ AL サニー 800 AL リーフ 600 ○♯ 非結球レタス 長野 4㌔ ＡL サニー 800～600 長野 リーフ 600～500 △♯

アスパラガス 100㌘ ＡＬ ♯ アスパラガス 九州 100㌘ ＡＬ 栃木 ♯

ねぎ 5㌔ ＡＬ束 Ａ2Ｌバラ ○ ねぎ 秋田 5㌔ AL束 ２Lﾊﾞﾗ ○

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ ○♯ ズッキーニ 群馬 ２㌔ ＡＭ 長野 ○♯

生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㌔ ♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ ○♯

○＝上げ、○♯＝強もちあい、＃＝もちあい、△♯＝弱もちあい、△＝下げ

1,500～1,300 - 1,500～1,300
- 2,000～1,500 160～120

1,500～1,300

120～100
2,500～2,000 2500～2,000 2,500～2,300 2,500～2,300

- 1,200～1,000

120 - 120～100

-

1,200～1,100 1,100～1,000 1,200～1,100 1,100～1,000
180～140 - 180～150 180～150

1,700～1,500 130 150～140 1,600～1,400
1,000～700 - 1,000～600 1,200～800

250～200 3,000～2,500 250～230 250～220
90～60 1,800～1,200 100～80 2,000～1,600

2,500～2,200 150～130 2,500～2,400 2,500～2,300
3,000～2,600 420 3,000～2,500 3,000～2,500

北海道産・東北産中心に少ない入荷となったが、秋商材への棚替えから引き合いが強く、相場は「上げ」となった。

概況 概況

令和7年9月22日

全　般 ：

入荷状況は、全国的に不安定な天候が続いている影響で全体的に落ち着いた入荷量となった。

販売状況は、消費地の気温が落ち着き、秋商材への棚替えから引き合いが出てきた品目もみられる。相場は数量減のねぎで「上げ」、その他は概ね「もちあい」となった。

東北産・近在産中心に落ち着いた入荷となり、秋商材への棚替えから徐々に需要は高くなってきたものの、相場は「もちあい」となった。

東北産・関東近在産中心に落ち着いた入荷となったが、下位等級品の入荷が多く荷動きが鈍いため、相場は「もちあい」となった。

北海道産・東北産・近在産中心に少なめの入荷となったが、高値により荷動きは停滞しているため、相場は「弱もちあい」となった。

北海道産・東北産中心に落ち着いた入荷となったが、高値により荷動きは停滞しているため、相場は「もちあい」となった。

栃木産・群馬産中心にやや多めの入荷となったが、特売需要により一定の引き合いがあるため、相場は「もちあい」となった。

岩手産・茨城産中心の入荷となったが、岩手産での品質不良は徐々に落ち着き、販売環境は改善しつつあるものの、相場は「もちあい」となった。

群馬産・岩手産中心に多い入荷となり、量販店中心に荷動きが鈍いため、相場は「弱もちあい」となった。

群馬産・栃木産・岩手産のハウス作中心に少ない入荷となり、量販店中心に引き合いが強まったことから、相場は「強もちあい」となった。

長野産・群馬産中心にやや落ち着いた入荷となったが、特売需要により引き合いが強まり、相場は結球・非結球共に「強もちあい」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


